
下水道使用料改定について 

 

１ 審議会への諮問・答申 

  将来に渡り持続可能な経営基盤の構築を見据えて、経営効率化を追求することはもちろんの

こと、経営環境の変化を踏まえ、適正な下水道使用料のあり方についても検討するため、令和

5 年 6 月 2 日付で久留米市上下水道事業のあり方について、諮問を行ったところ、複数回の審

議ののち、令和 6年 3月 26日付で、以下の内容の答申を受けた。 

【適正な下水道使用料のあり方に関する主な答申内容】 

①令和 7年から令和 11年度までの 4年間の算定期間で、10％程度の改定率 

②基本水量制の廃止 

③令和 7年 4月 1日の改定 

④使用料体系について、適切な累進度を設定し、ゆるやかかつ漸新的緩和が必要 

 

２ 主な改正内容 

①下水道使用料全体での改定率は９．９６％ 

汚水処理費が使用料で賄えている指標である経費回収率１００％を４年の算定期間中

に維持するため、全体で９．９６％の改定。 

②基本水量制の廃止 

基本水量の範囲内の、節水の努力が報われないなどの課題があるため、使用者間の負

担公平の観点から基本水量制を廃止する。 

 ③改定日：令和７年４月１日 

④使用料体系に関する逓増度について 

  使用料体系は逓増制であり、中量（ボリュームゾーン）の使用者の負担が比較的軽く、

一方で小量や大量使用者の負担が重いものとなっており、県内や類似団体と比べて、その

逓増度が高い状況にあるが、久留米市としては、昨今の物価高騰や小量域に低所得者の多

くが分布する等の現状から、今回の改定に関しては、改定案よりも逓増度の緩和を抑えた

料金体系とした。 

 

 

資料① 

実際の改定 改定率

１，３８６円 110.00%

２円

１７１円 110.30%

１９４円 110.20%

２１２円 108.20%

２５７円 108.00%

２９２円 108.10%

３１３円 107.90%

３１６円 107.80%

３２０円 108.10%












